
【公民】第２章「個人の尊重と日本国憲法」（Ｐ３３～７０）

基 本 的 な 学 習 内 容 ②

３年 氏名（ ）

【人権と日本国憲法 ②】 （教科書Ｐ４０～４１）

① 国の政治の決定権を国民が持ち、政治は国民 ①

の意思に基づいて行われるという日本国憲法

の原理の１つを、何というか。

② ①に基づいて、国民一人一人が政治に積極的 ②

に参加するために、特に重要視される参加方

法は何をすることか。

③ 「憲法は、国の（ ）である」。この（ ） ③

にあてはまる語句を答えなさい。

④ 憲法改正の手順について、憲法改正原案が国会に出されると、国会で審議さ

れる。この原案が採択されるのは、それぞれの議会の審議でどのようになっ

た時か。次の（ ）に語句を入れなさい。

それぞれの（ ）の

（ ）以上の賛成で可決されたとき

⑤ ④のように、憲法改正原案が ⑤

国会で可決されると国会は国

民に対して何をするか。

解 答

国民主権
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憲法改正の発議
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⑥ ⑤がされると、満２０歳以上の国民投票で、 ⑥

憲法が改正されるのは、有効投票のうちどれ

くらいの賛成がある場合か。

⑦ 天皇は、日本国と日本国民統合の何と定めら ⑦

れているか。

⑧ ⑦は、日本国憲法の第何条に定められている ⑧
第 条

か。

⑨ 天皇が行うとされている行為を何というか。 ⑨

⑩ ⑨を行うために、助言と承認を与える機関は ⑩

何か。

⑪ 天皇が行う⑨の例を１つだけ挙げなさい。

象 徴

過 半 数

国事行為

内 閣

１

例 衆議院の解散、国会の召集 など


